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の他物に付着しないと発芽しないし，微細な幼芽は糸に着生している方が海水更新や珪藻

除去など培養管理のうえで使利である。

糸は動揺の少ないほど幼芽の収量が多い。 30日間培養した例では，水流によって横

糸が振幅約2cmで揺れた場合には4.0g wet， 中糸を通して横糸の動揺を止めた場合には

14.4g wetの収量であった。個体の平均の長さはそれぞれ1.2cmと1.5cmであったか

ら，上記の収量の差は主として個体数の多少に由来すると思われる。

長さ 0.5-2 cmに育った幼芽は，糸からはずして浮遊培養に移した。その時期は通

常25-30日目である。 0.1-0.5cmのときに浮遊に移しても，生長に支障を来たさない

が，形が小さいために糸からはずしたり，炉別したりするのが難かしい。一方 2cm以上

の葉体を引続き着生培養していると，過密になって生長が停滞するばかりでなく，チジレ

がひどくなって品質不良を招いた。

育った幼芽を採取するには，糸を指先でしごいで，はずれた幼芽を約0.5mm自の炉布

で集めた。糸状体2枚に由来する糸枠1個当りの収量は5-20g wetであった。

ノリ人工培養の一方法について (2)

寺本 賢 -~ß* ・木下祝郎牢

K. TERAMOTO and S. KINOSHIT A On a method 

for the artificiaI culture of Porphyra (2) 

禁体の培養. 業体はi浮遊培養することによって，受光が均一化して養分吸収が促進

され，高密度でも早い生長速度で育てることができる(木下・寺本， 195め。

業体の倍益には，図 1C (前論参!I(i)のような 50，75および 100lの梢を用いた。

槽底は腐平であるが，中央下部からの通気 (60ml/l/min)によって，海水と葉体は平均

10 cm /secの流速で円滑に流動した。松本(1959)の報告においても，ノリ生育に最適の

流速は20cm/sec内外であるが，益分が多ければ 10cm/secで差しっかえないとしている。

通気用のエアストーンはナイロンの網で包んで， }総体に際り傷ができるのを防いだ。

培養植は水温 11-13つCに保ち，水i面上80-90cmに吊した 300W蛍先水銀ランフ。

によって，水面照度8.500，9ふ00，lO，500Iuxで1日8時間ずつ照明した。

水中の照度は，先源からの距離に伴なう低下は意外に少なく，葉体の密度によって著
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図2

第 17巻

しい影響をうけた。培養密度・水深と照度の

関係を図2に示す。水深20c田の個所を平均

照度とすれば，各生育時期の葉体が受ける平

均照度は表3の値になる。ノリの生育に最適

な光量はさきに幼芽期48，業体期72kilolux 

・hrsJday(寺本・木下， 1962 ;木下・寺

本， 1963)と報告したが，長期間にわたって

順調な生長を維持し一層大形で品質優良な業

体に育てようとするためには幾分低めの先量

が好ましく，幼芽期 40，葉体期60kilolux • 
hrs/day内外が適当であった。適当な平均照

度を与えるために，矯養密度は表3の範囲に

保たれるよう調節した。 ageとともに次第に高密度な惰養が可能なのは，主としてノリの

酸素要求星が低下するためである。
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生育段階に応じた培養密度と平均照度表3

平均照度培養密度水面照度数日
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炭酸ガス補給による

海水 pHの変動
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図3

葉体の矯養には閉期の閥だけ炭酸ガスを補給

した。炭酸ガスはボンべから減圧弁を経て空気と

ともに通入し.その混入来は格・養鰐度の噌大に応

じて前、ドは0.1%， 後半は0.15%とした。 この

場合，海水の pHは7.7-8.1の範凶で変動した

(図 3)。 良好な生長速度を維持しながら到達で

きる培養積雪度の限界は，ノリの品種によって相違

があるらしく，広島(水呑〉産アサクサノリでは

3.5g wet/l， 千束・産スサピノリでは 4.5gwet/l 

であった。

炭酸ガスの混入率を0.22%に増しでも前者
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では限界密度の向上が得られなかったが，後者では6.0gwetlLに達した。この場合，海

水の pHは最低 7.3にまでなった。品種による限界密度の差違は，低 pHに対する耐性の

度合が一つの原因になっていると思われる。

広島(水呑)ggアサクサノリを人工培養したときの幼芽と繋体，および踏葉原本によ

る生長の経過は図 4のようであった。

要 約

ノリ(アマノリ)を室内の人工培益条件で胞子からl筑紫体まで育てる方法について検

討した。ポリ寝化ビニー/レ製の焔養踏に満たした人工潟水に，空気だけ，または炭酸ヵース

0.1-0.15%を混合した空気を通入して償押した。 11く組!は 11-180Cに保ち，天然色蛍

泥水銀ランプで 1日8時間ずつ!照明した。胞子はナイロン糸条につりて，幼芽期は着生状

態で，裟体J羽は糸からはずして浮遊状態でl百三事した。 その|援とくに ageに応じて倍薬密

度，光量，炭酸供給を適正に維持するよう努め，高い密度でも確実なよい生長を行なわせ

るζ とができた。

医 4

着生培養 した幼芽

2 浮遊j者養中の:u主体

3 : アサクサノリの:!:I:.長
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Summary 

The present paper deals with a method for the artifi.cal culture from spores to 

mature fronds of Porphyra. 

The culture was carried out in the artifi.cial sea water， agitated by bubbling of air 

alone or mixed with carbon dioxide at 0.1-0.15 %，員lIed in polyvinyl chloride 

vesseIs. The vesseIs前erekept at 11-18̂ C water temperature， under illumination 
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from the natural colour type fluorescent mercury-vapor lamps for 8 hours per day. 

S伊 resand buds were cultured in the state of attaching to nylon thread. Fronds 

were cultured in the state of floating removed from thread. 

Culture conditions including frond-density， light-intensity and carbon dioxide supply 

were set up in corresp:mdence with culture age. As a consequence fronds showed successful 

growth even in the thick c111tl1re. 

海藻類胞子に対する暗処理の検討

大野正夫事・新崎盛 敏料

M. OHNO & S_ ARASAKI: Examination of the 

dark trcatment at spore stage of sea weeds. 

海藻類の胞子は，放出された後自然状態では，ただちに発芽する場合が多いだろう

が，時には岩の割れ目などにおちて長期間光に当らずに置かれる可能性もある。このよう

な状態でどの程度の期間生存できるかという問題の解明は， I毎日東胞子の生態の上からも，

また胞子の保存法の探索の上からも興味あるものと恩われる。さらに暗処理胞子の発芽能

と発芽体の生長速度にどのような変化があるかということも検討する必要がある。

そ乙で，潮間帯によくみられる海藻の中から，アナアオサ Ulvapertusa，ヒトエグ

サ Monostromanitidum，アサクサノリ Porphyratenera，マクサ Gelidiumamansli， 

カヤモノリ Scytosiphonlomentaria，アラメ Eiseniabicyclisを用いて以下のような実

験を試みた。本実験にあたって，アサクサノリの試料を提供して下さった農電研究所の方

々に深く感謝申し上げる。

実験方法

横須賀市馬堀海岸および三崎市の東京大学臨海実験所付・近の海岸より採集したそれぞ

れの成熟撲から放出された胞子，アナアオサ，カヤモノリとアラメは遊走子，マクサは果

*高知大学文理学部，宇佐臨海実験所
Usa Marine Biological Station， Univ. of Kochi， Usa， Kochi-Ken， Japan. 

糾東京大学農学部水産学糾
Department of Fisheries， Faculty of Agricultl1re， Univ. of Tokyo， Hongo， 

Tokyo， Japan. 
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